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緑地の持つ環境保全機能の評価と解析支援システムに関する研究
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Study on Integrated Estimation and Evaluation of Environmental Conservation Functions

of Open Spaces by Using Environmental Information System.
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摘要 :本研究では,機 能論の立場から,逗 子市において自然環境から見た緑地の価値が,土 砂崩壊防止や土壌侵食防

止を表す土地機能と,植 生自然度,生 物生息の多様性を表す生態系維持機能 さらに市街地周辺緑地の見え易さが景

観上重要とする景観保全機能で評価されるとし,緑 地の持つ環境保全機能をこの3機能による階層的分類体系で規定

した。そして, これらの各機能を環境情報システムを用いて計量化するとともに,総 合評価を行った。

この結果は,地 域の開発と保全のパランスを図った緑地環境保全目標設定の基礎となり。また,事 業の計画段階で

土地改変に伴う緑地環境への影響の程度と改善策を定量的に示すことを可能とした。

1.は じめに

緑地の機能としては,そ の性格に着目すると,保 護機

能,生 産機能,修 景機能。 レ クリエーション機能
1)が
挙

げられている。(C.ターナード及びB.プ シュカレフの分

類)ま た,環 境庁の環境保全長期構想
2)の
中では,大 気

水,緑 ,を 含め環境全体を環境資源として認識し,そ れ

が質,量 ・機能によって規定されるとしている。

本研究は,こ の機能論の立場から,良 好な自然環境を

有する神奈川県逗子市において当該緑地が持つ環境保全

の価値を自然環境に着目し,土 砂崩壊防止や土壌侵食防

止を表す
3)土地機能と,植 生自然度及び様々な生き物が

棲息できる多様な環境の状況を表す生態系維持機台Lさ

らに既成市街地周辺緑地の見え易さが景観上重要とする

景観保全機能の3つ の階層的分類で構成されるものと規

定し,そ れらの各機能をそれぞれ計量化し総合評価を行っ

たものである。

また。 こ れらの計量化を行うためには,必 要な環境基

本情報の整備と,そ の解析ツールとして環境情報システ

ムの構築
`・5)が
不可欠である。本研究では,近 年の環境

情報システムのダウンサイジング化や低価格化という動

向を踏まえ,全 国自治体に先駆けEWSに よるシステム

開発を行った。

さらに,逗 子市ではこの解析結果を基に,環 境保全型

都市づくりを目指す環境計画の基礎
4)を
検討し,開 発と

保全のバランスを図った自然環境ランクによる環境保全

目標の設定と環境影響評価の実施を義務づけた 「逗子市

の良好な都市環境をつくる条例」を制定した。

2.研 究のフロー及びその概要

緑地の持つ環境保全機能の評価は 図-1に 示すフロー

により実施した。

以下にその内容についての概略を示す。

図-1 研 究のフロー

(1)機 能評価の体系とその内容

武内は,緑 地の環境保全効果を総合的に評価しようと

する場合, ヒエラルキー体系化と個別評価結果の重合を

環境情報システム構築
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図-2 緑 地の持つ環境保全機能の評価体系

行うことで総合化ができるとしている
。)。そこで,本 研

究では,緑 地の持つ環境保全機能を把握するために,地

形,土 壌,植 生等自然環境のフィジカルな構造を,図 一

2に示すような土地機能`生 態系維持機能,景 観保全機

能の3機能による階層的分類体系で規定し,そ れぞれ計

量化し評価したものである。

(i)土 地機能

降雨を地中に保水することにより,時 間の経過に伴う

雨水の流出量を制御し, これにより洪水の発生を防止す

る保水能力.降 雨に伴う土砂崩壊の発生を防止する土砂

崩壊防止能力,水 食に伴う土地の耐受食性を表す土壌侵

食防止能力の三つを合わせ土地機能とした。

(五)生 態系維持機能

植生に対する人為的な影響の程度を植生自然度として

表し,ま た,多 様な生物の棲息を可能とする植物群落
7)

を高木層,低 木層,草 本層の被覆構成により表し, この

両者をもって生態系維持機能とした。

(五)景 観保全機能

市街地に視点を置き,周 囲の緑地の可視,不 可視を被

視頻度
8)として表し,可 視の値が高いほど景観上極めて

重要と考えられることから,緑 地の広域的な評価を表す

ものとして, これを景観保全機能とした。

なお,こ こでは主として地形的要因による広域的景観

を捉えたものであり,建 物の影響による都市景観の評価

は除外した。

(2)基 本情報の整備

解析に必要な基本情報を収集し,デ ータの規格化を図っ

た後環境情報システムのデ…タベースに登録した。

(i)デ ータの規格化

座標系は,平 面直角座標系の第叫 採用した。デー

タは,各 種基本情報の地図スケールがまちまちなことか

ら, 1万 分の 1の地図スケールに規格統一し,フ ァイル

化を行った。また,解 析はメッシュを主体とし,国 土地

理院の細密土地利用に合わせ10mメ ッシュデニタを最小

単位とし,多 様なメッシュサイズによる評価が可能なよ

うに集約機能を持たせた。

(五)デ ータ構造

データ構造は,そ れぞれの属性に合わせ,点 (モニタ

リング位置等),線 (道路,河 川等),面 (流域界,行 政

界等)に ついてはベクトルデータとして:メ ッシュ及び

画像 (白地図)についてはラスターデータとして整備した。

0 環 境情報システム構築

緑地保全機能の評価にあたっては,基 本情報をデータ

ベースとして管理し,様 々な思考錯誤による緑地保全機

能の解析と結果の表示を可能とした解析支援システムと

しての環境情報システムの整備が不可欠である。本研究

では,機能評価に必要な解析能力を持たせるため,uNIX

ベースのEWSに よる環境情報システムを構築した。

(4)計 量化と緑地の環境保全機能の評価

表-1に 示すように,土 地機能については農業環境技

術研究所の研究成果による所与の評価式
3)を
基に逗子市

土地機能    l~[l[:I士童1
生態系維持機能

¬三 [霧 曇磐種成

景観保全機能 一一― 被視頻度

表-1 機 能評価の内容
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の地形,土 壌,気 象等の土地条件を考慮し,各 変数のカ

テゴリーに対し5段階の評点を設定したのち算定した。

同様に,生 態系維持機能については,植 生の自然度や群

落構造を基に5段階の評点を設定し算定した。また,景

観保全機能については,可 視 ・不可視計算を基に評価を

求めたが,標 高等の地形条件により物理的に緑が見える

か見えないかの判断結果であることから過大評価を避け

るため2段階の評点とし,算 定した。

そして, これらの緑地機能の物理的な機能の算定結果

を同一メッシュ上で重合し,線 型和として総合評価結果

を求めた。

3。環境情報システムの概要

支援システムとして構築した環境情報システムのハー

ドウェア及びソフトウェア構成の概要を示す。

(1)ハ ードウェア構成

システムのハードウェアは, S un4/370GX(メ イン

メモリ32MB,デ ィスク容量約1。7GB)を 本体とし, そ

こに画面カラーハードコピーとレーザーショットを直結

し,さ らにローカルランとしてセンタコム810でパソコ

ンのFMR70を 接続した。

ハードウェア構成を図-3に 示す。

図-3 ハ ードウェア構成

9)ソ フトウェア構成

システムのソフトウェアは, S unOS4。1。1,UNIFY

2000のデータベース,日 本語 Openwindowを 使用した。

図-4に ソフトウェア構成を示す。

また,開 発した主要なソフトウェアの概要を示す。

図二4 ソ フトウェア構成
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(i)デ ータ管理システム

各種データの退避 ・復元ぉ更新・削除 登録や個別デ
ー

タの管理を可能としたデータ管理システムを開発した。

(五)デ ータ加エシステム

データを更新したり保存する基本機能と,各 種スケ
ー

ルに対応した地域解析ができるように10mメ ッシュデ
ー

タを集約 (最頻値,平 均値,最 大値,最 小値,構 成比か

ら選択)し ,任 意サイズのメッシュデ
ータが作成できる

データ加エシステムを開発した。

(Ш)デ ータ解析 ・予測システム

地域が有する環境特性の解析や適地選定及び環境の変

化に対応した予測 ・評価を可能とするツ
ールとして, ヒ

ストグラムや散布図等の基本統計や項目間の四則演算と

その演算式の保存,更 新,削 除を管理する機能及び10項

目までの論理積 ・和が演算できるデ
ータ解析 ・予測シス

テムを開発した。

(市)デ ータ表示システム

点,線 ,ゾ ーン,メ ッシュデ
ータや関連情報 (背景図

や凡例コード名称)等 をオーバーレイや拡大表示するデ
ー

タ表示システムを整備した。

4.解 析結果

(1)個 別機能の算定と検証

この環境情報システムを用いて得られた逗子市全域

(10mメ ッシュで約173,400)の各機能の評点の構成比を

表-2に 示す。これらの結果は各カテゴリ
ー評価値の積

み上げによるものであるが 評価ランク及び分布状況の妥

当性については,専 門家の立場から判断を加え検証した。

その結果,土 壌侵食防止機能は市のほぼ全域にわたっ

て高く,ま た,丘 陵地は生態系維持機能のうち,優 れた

植物群落構成を有していることが分かった。

表-2 個 別機能の解析 ・検討結果

房
土  地 生態系維持 景 観

保 水 畠磯寝饗漏護姜自霧惚蔑饉
視頻

0.5%

30。3% 55.4%

7。2%

計 100.0% 100。1% 100。0% 100。0% 100。0% 100。0%

侶)総 合評価

これら3機能を重合した時の評価結果の分布状況とそ

の賦存量を図-5に 示す。

既成市街地の大半が14未満の値 (41。2%)と なってい

る。また,市 街地に突き出た丘陵地の評価が20以上(9.7

%)を 示し,当 該緑地は貴重な環境保全機能を有してい

ることがわかった。

カートリッジMT

ハードウェア構成
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図-5 総 合評価結果
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5.行 政計画への反映

逗子市では,総 合評価結果の分布と構成比から,市 街

化区域内での土地改変後も現状の緑被率 (市街化区域内

約30%,市 街化調整区域内約90%,市 内平均約60%)の

水準が確保されることを前提に,市 内全域を10mメ ッシュ

ごとに以下に示すA～ Dの 四つのランクに分けた環境保

全目標 (ガイドライン)を 設定することにより,土 地改

変可能面積の総量を算出し,環 境影響評価の実施を開発

事業者に対し義務づけた 「逗子市の良好な都市環境をつ

くる条例」を制定した。

(1)環 境保全目標の設定

土地改変が予想される市街化区域内の樹林地について

は,A～ Cラ ンクでは,設 定された保全目標により保全

されるべき緑地の機能及び面積が決定され,ま た,緑 被

地のほとんどない既成市街地については,Dラ ンクの緑

地面積を造成確保することにより,現 状の緑地環境を維

持するだけでなく,良 好な環境を創造することを可能と

した。

(i)Aラ ンク (評点20以上)

自然林,樹 種の豊富な二次林が分布し,生 態系維持機

能,土 地機能が共に高く,開 発に際しては概ね80パ
ーセ

ントの緑被地を残すべき地域とした。

(五)Bラ ンク (評点18,19)

Aラ ンクに次いで樹種の豊富な二次林及び低木二次林

が特に斜面に多く分布し,景 観保全機能が高く,開 発に

際しては概ね60パーセントの緑被地を残すべき地域とし

た。

(面)Cラ ンク (評点14～17)

低木二次林及び造林地が分布し,AOBラ ンクに比較

して生態維持機能が低が,斜 面にあるため環境保全機能

が高く,開 発に際しては概ね40パ
ーセントの緑被地を残

すべき地域とした。

(市)Dラ ンク (評点13以下)

市街地に分布し,緑 被地が占める割合が低く,開 発に

際しては,概 ね20パーセントの緑被地を創造すべき地域

とした。

一-322-一 J.JILA 56(5), 1993



侶)環 境影響評価実施の義務づけ

上記の環境保全目標が具体的に達成されるよう,土 地

の区画形質の変更,木 竹の伐採及び移植又は土石の採取

事業で,事 業実施区域の面積が500nf(当分の間1,000nI)

以上の事業については環境影響評価の実施を義務づけた。

そして,環 境情報システムにより土地改変事業の計画諸

元データを基に,事 業の計画段階で緑地環境への影響の

程度とその改善策を定量的示すことを可能とした。

6。まとめ

本研究を通じて得られた成果並びに課題について以下

に述べる。

① 緑 地が持つ環境保全の価値を自然環境に着日し,機

能論の立場から土地機能,生 態系維持機能,景 観保全機

能の3つ に規定し,計 量化を行った結果,丘 陵地の斜面

に残された緑地の貴重性を定量的に求めることができた。

② 緑 地には,炭 酸同化作用など他にも多くの機能があ

り,そ れらが定量化され,同
一ディメンジョンとして評

価に組み込まれるならば,緑 地の価値についてさらに説

得力を持って説明することが可能となろう。

③ ま た,こ れらの科学的な機能評価の結果については

専門家の意見だけでなく,実 際にその地域に住む市民が

意識の上でどう捉え,評 価しているかの社会的機能面の

解析 ・検討を加えることも必要であろう。その結果につ

いては,次 回の報告としたい。

④ メ ッシュ解析は,串 刺しにしたそのグリッドをスタ

ティックに分析する
。)のには大きな効力を発揮する。し

かしながら,と なり合うメッシュの相互関連や連担性,

ネットワークをダイナッミックに捉えるの力溺点と言え,

その解析法並びに評価への組み込みをどう解決していく

かは今後の課題と言えよう。

⑤ 定 量化された緑地の評価結果をもとに,緑 地の総量

の確保を図るための環境目標値を設定し,開 発と保全の

パランスの適性化を図った,今 後のまちづくりの基本と

なる条例を定めることができた。これは,環 境資源に対

する科学的解析結果とそれを行政計画へ反映した先駆的

事例となり:環 境保全型都市づくりを目指す全国の各自

治体にとつての好例となろう。

③ 本 研究を通じ,今 後の地域環境の変化をモニタリン

グしていく際の現況値として位置づけられる貴重な各種

環境データの蓄積ができた。また,事 業実施に伴う環境

影響評価の審査や地域環境の特性解析を可能とした操作

性に優れた環境情報システムを構築することができた。

⑦ 今 後,こ の環境情報システムは,環 境解析
。研究用

としてデータベースと汎用統計解析パッケ‐ジとのイン

ターフェィスを充実させることにより,デ
ータ解析能力

を高めることが必要であろう。解析能力の向上は,研 究

者の利用は勿論のこと,行 政内部での汎用的な利用が期

待でき,環 境に関連した諸施策に対する支援も十分可能

となるであろう。さらに,一般市民向けとしてネットワ
ー

ク化を充実させ,環 境基本情報や本研究の解析結果を含

む各種データを市民に積極的に提供し,市 民参加による

環境保全が図れるような啓発 :展示型システムヘの発展

が期待されるであろう。

最後に,本 研究を進める上で富士通エフ・アイ
・ピー

田豊永美子さんには環境情報システムめ構築及び解析の

共同作業で協力を得た。また,逗 子市環境管理課山田享

史氏には,研 究全般にわたつて行政的側面から,多 大な

援助, ご支援を頂いた。ここに記して謝意を表する次第

である。
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Summary : We have executed this study with environmental information system at ZUSHI city.

This study is quantitative analisis and integrated estimation and evaluation of environmental

conservation functions. This evaluation of open spaces is determined by following three functions ;

(1)land function which prevents surface erosion and soil erosion,

(Z)ecological function which expresses naturalness degree of vegetation and diversity of organisms,
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(3) landscape function which is important for us to have a view of surrounding open spaces.

This result offered a guide of environmental conservation for adjusting regional development

and conservation. At the planning stage of changing land use, we could present the degree of

impact and improvement plan for open spaces.
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